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　新しい年が始まりました。

　今年もよろしくお願い致します。

　１月は、まだ日が沈むのが早く帰宅時

間帯は暗いので、車を運転する方は、早

目のライト点灯を心掛けて下さい。

　まだまだ先の事と思っていたら

はや年女を迎える事になりまし

た。

　常々仕事にボランティアに自分

なりに一生懸命取り組んでいるつ

もりですが、周りの協力なくして

は良い成果にはつながらないと感

じています。

　感謝の気持ちを忘れず今年も仲

間と力を合わせて日々前進を目標

に頑張りたいと思います。

香川交番 所長 中西 英之

  

川東校区内の戌年の方にききました。　今年の目標

　今年は、最高学年の６年生です。

６年生なので、責任をもって、学校の

リーダーとしての役割を果たしたいで

す。

　例えば、入学式や運動会などの行事

では、準備や片付けなど、高学年にし

かできないことを任されると思いま

す。また、１年生のお世話が始まるの

で、低学年からも信頼される６年生に

なれるよう５年生のうちからがんばり

たいです。

　新年明けましておめでとうございます。

　コミュニティ協議会はみんなで地域を住み良くしようとする自主組織です。今年で設立１２年目

に入ります。

　「住み良いまち」づくりのためには、子どもの健全育成・見守り、高齢者の生活・居場所づくり

の支援、災害への備えなどをお互い知恵を出し、共に助け合って進めなければなりません。

　また、運動会や文化祭などに多くの参加を得て、顔の見える繋がりのある地域になればと思って

います。

　さらなる皆様方のご協力をよろしくお願い致します。

　　　　　　　　　　　　川東コミュニティ協議会 会長 真鍋 隆幸00

　我が家は、高齢の父、私、孫

の三世代が戌年の「年男」です

が、いつの年も思いは、家族が

日々健康に暮らせることです。

　私も今年は趣味を持つことを

目指して頑張るとともに、

コミュニティ行事等に参加し地

域の一員として力を合わせて頑

張りたいと

思います。

鮎滝中自治会  　上村　正樹

末角自治会　川東小学校５年　岡原　僚哉
りょうや

中町自治会　宮井　喜美子

交通事故防止

　4月には、東谷で歌舞伎をします。ぼくの役は「捕手」

です。地域の方も応援してくださっているので、大きな

声で精一杯演技をしたいと思います。

白ポストを御存知ですか？

－高松市少年育成センター－

　白ポストとは、青少年に有害な図書やＤ

ＶＤ等を入れるためのポストです。

高松市内に１３カ所設置しており、高松市

少年育成センターの職員が月に１回、回収

しています。香川総合センターにも設置し

ていますので、有害図書等の廃棄にご活用

ください。

みんな集まれ！！ －川東地区体育協会－

　平成３０年３月１１日（日）２０１８川東元気フェステバル（第４回スーパー玉入れ）を

川東小学校体育館で開催します。

　「スーパー玉入れ」は、定められた人数の選手が合計５０個のボールをバスケット

に入れるまでの時間を競うタイムトライアルスポーツです。

　競技は年代別に実施します。小学生低学年の部、小学生高学年の部、一般の部、

シニアの部（参加者各々が４５歳以上、４人の合計年齢が２００歳以上の部）

　小学生とシニアの部はカゴの高さが３ｍ、一般の部はカゴの高さを４ｍに設定し

ます。誰でも気軽に参加でき年齢を問わない生涯スポーツ競技を目指しています。

　今回で４回目になりますが、毎回参加者も増え

ておりさらに盛り上げていきたいと思っています

ので、みなさんの参加をお待ちしております。

＜問い合わせ先＞川東地区体育協会　山田まで　

　　　　　　    ℡０９０－２８２３－６１３０

たかが玉入れ！されど玉入れ！スーパー玉入れ！

－　広報部会　－

スーパー玉入れ大会参加者募集

　

　　　

　

　　　

　また、歩行者の方も日没後等暗い時

間帯は国道や県道等で横断歩道のない

所を横断せず必ず信号のある横断歩道

を渡るようにして下さい。暗い時間帯

は歩行者を発見するのが遅れてしまう

からです。お願いします。

　

　　　

川東校区各団体の行事予定
　　　行　　　　　　　　事 　　　対　　象　　者 　関 係 団 体  連 絡 先

　　　１　月 　　　　睦　　　月
21 日 高松エアポートクリーン作戦 一般 衛生組合協議会 879-4215

　　　２　月 　　　　如　　　月
5 月 ふれあい広場（川東コミセン） ７０歳以上の方 福祉委員協議会 879-2380

　　　３　月 　　　　弥　　　生
5 月 ふれあい広場（川東コミセン） ７０歳以上の方 福祉委員協議会 879-2380

11 日
２０１８川東元気フェスティバル 一般 川東地区体育協会 090-2823-6130

第３回校区一斉清掃 一般 衛生組合協議会 879-4215

　　　４　 月 　　　　卯　　　月
2 月 ふれあい広場（川東コミセン） ７０歳以上の方 福祉委員協議会 879-2380

川東校区の登録人口 
（29年12月1日現在）

 　　　    対前年同月比

人口　 　7,573   (-87)

　男性 　3,720   (-32)

　女性 　3,853   (-55)

世帯数   3,196   ( +8)

市人口　 429,162 (-67)

川東地区の平均年齢 49.7歳

mailto:info@kawahigashi.net
mailto:info@kawahigashi.net
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平成２９年度、校区震災対策訓練を実施しました －環境・安全部会－

平成２９年度　川東地区敬老会を開催しました －福祉グループ－

　９月１６日（土）川東コミュニティセンターで敬老会を開催しました。今

年は昭和１７年以前に生まれた方々を招待して、和やかな雰囲気の中、楽し

く長寿を祝いました。

　ご長寿の皆様、今後とも健康な身体で、地域や社会のためご活躍ください

ますよう、お祈り申し上げます。

 

 

　１１月２６日（日）、午前８時半大地震発生の想定で、校区コ

ミュニティ防災会の川東下ブロックの１５防災会（３５自治会）

の方々が、避難・救護・消火訓練などに参加しました。

　その後、震災対策本部長の真鍋敬三、川東下ブロック長が『万

が一の災害が起こったときのために、今日の訓練を忘れないよう

にしましょう』と訓練を締めくくりました。

　最後に、地域のご婦人方手づくりの炊き出しが行われ、ふるま

われた団子汁やおむすびに参加者のみなさんが『団子汁は久方ぶ

りだけれど、おいしいですね』と舌鼓を打っていました。

　　　招待者数

男性　　　４６５名

女性　　　６４１名

合計　１，１０６名

　　　記念品贈呈者数

８８歳（米寿の祝い）４１名

９９歳（白寿の祝い）　２名

１００歳以上　　　　　８名

金婚祝い　　　　　　　２組

福祉・保健部会　福祉グループ　事務局長　鶴見秀信

環境・安全部会　事務局長　大野繁美

－文化財部会－

 －生涯学習部会－球友会５０年の変還

『私の野望』

文化の秋がやってくると、文化財部会の農村歌舞伎は大忙しです。

９月の敬老会をかわきりに、浅野にある按樹苑での慰問公演、１０月には毎年恒例となった金丸座

公演、１１月には１日の中四国ブロック女性防火クラブ連絡協議会でのレセプション、１１・１２日

の文化祭、１８日高瀬町の蘭‘ｓ Ｇａｒｄｅｎにての公演と並行しながら、名古屋での附け打ち研

修、岐阜相生座での歌舞伎塾、岡山奈義町での研修もあり、毎週なんだかんだと歌舞伎一色でした。

この記事を書いている間にも、京都と高松での研修の案内が届き、今年は勉強の年だなぁ～と感じ

ています。バタバタの中でも特に印象に残ったのが高瀬での公演でした。

蘭の花の作業場で化粧付け、作業用トラックの荷台

での着付け（笑）、子どもたちの舞いや大人の五人男

に拍手とおひねりが飛び、お客さんに近い公演ができ

たかな？と感じました。また、この日のワークショッ

プでは、参加者が浄瑠璃を生で聞いたり、ライブで化

粧付け衣裳つけをし、大向こうの練習をしたりと、歌

舞伎を知らない人でも参加しやすい雰囲気ができ、

しっかりと参加型の舞台ができました。

まずは高松に祇園座があるということを知ってもら

うこと…そこが一番大事だと思いました。また、舞台

を楽しんでもらうこと、そして、何れは我々と一緒に

舞台に上がってもらうこと…それが私の野望です。文化財部会　事務局　鎌田　直子

　昨年、球友会の節目に当たる５０周年祝賀会が挙行され、我々会員にとっては大変喜ばしい限りで

した。球友会は、昭和３９年東京オリンピックで女子バレーボールチーム（東洋の魔女）が金メダル

をとってバレーボールの人気に火がついた昭和４３年に設立され、初代山川会長、二代目松原会長、

そして三代目私と続いています。

　現在、部員は３８名、年に一度の親睦旅行、農村歌舞伎、地域ふれあい交流事業バザー、夏祭りボ

ランティアなど川東校区コミュニティ協議会の一員としていなくてはならない存在として活動を展開

しています。スポーツを通じて地域に貢献できるのも、会員相互の献身的な努力と太い絆によるもの

が大きく、二代目会長松原柾明氏の「球友会は永遠なれ」の想いを三代目として受け継ぎ次の世代に

引き継ぎたいと考えています。

　これからも人と人との絆を大切に地域との繋がりを更に深め、住みよい町づくりに微力ではござい

ますが協力し発展させていきたいと思います。 　　　球友会　会長　藤澤　和博
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